
三苫　麻由子 Mayuko Mitoma表
紙
の
切
り
絵
作
家

東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告代理店勤務
などを経てフリーに。1994年札幌へ。みとままゆこの
ペンネームで、水彩、ペン、墨絵、切り絵など、さま
ざまなタッチでジャンルにこだわらず活躍中。本誌の
表紙は、本号テーマ・イメージによるオリジナル作品。
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進化する「道の駅」

　1993年から登録が始まった「道の駅」。全国で1,079駅、北海道には117駅（2015年
11月現在）が登録されています。ドライブの途中に立ち寄って休憩をしたり、交通情報を
入手するだけでなく、近年は地場の農産物や加工品などを購入するためにわざわざ出向
くという人気スポットになっている「道の駅」もあります。地域振興の拠点としても大きな
役割を担うようになっています。地域経済の活性化や防災拠点など、これから期待される
「道の駅」のあり方について考えてみます。

第36号

March.2016
3月号
NO.632

Hokkaido  Development  Association

地域経済レポート特集号／REGIONAL ECONOMIC REPORT




